





 ラツィオ州北部トゥシア地方の小都市トゥスカーニアは、ローマから北西約  
100km に位置する。サン・ピエトロ旧司教座聖堂（以下、サン・ピエトロ聖堂）
は、11 世紀末に 9 世紀半頃の聖堂を建て替えた三廊式バシリカであり、内陣周
















 第 1 章では、壁画と建築の現状を確認し、史料、修復の報告書、19 世紀前半
の水彩画、1926−68 年に遡る写真、2009−13 年の現地調査を手がかりに、壁画の
修復と改変を論じた。 11 世紀半から 1093 年にかけて、サン・ピエトロ聖堂の
内陣とクリュプタ、ファサード側 2 つのアーチ部分を除く身廊が続いて建てら
れたとみなした。12 世紀から 13 世紀にかけて、身廊の残りの部分とファサー
ドが完成したととらえた。修復と改変については以下のことが明らかになった。
1852−1910 年の修復ではアプシスの左から 2 番目の使徒が持つ巻物に銘文が。
1938 年以降、おそらく 1950 年代の修復ではキリスト右側に配された、2 人の天
使半身像の銘文がキリスト左側天使の銘文に基づいて加筆された。  
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えた。11 世紀後半から 12 世紀末にかけてのトゥスカーニア司教は、改革派と
皇帝派の間で常に揺れ動いていた。1077 年、トゥスカーニアは教皇軍の攻撃で





































































































えられる。                                                                                                           
 結論では以上の考察をふまえ、サン・ピエトロ聖堂壁画の寄進者、観者、聖
堂装飾プログラムを論じた。  













ルベルトゥスとペトルス 2 世（在位 1126−28 年頃）に着目した。とりわけペト
ルス 2 世はトゥスカーニア司教区と教皇の和平に尽力し、ジセルベルトゥスに
倣ってヴェトラッラのサンタ・マリア聖堂を献堂した。タリアフェッリによれ

















 11 世紀末のトゥスカーニア司教は、皇帝派司教リカルドゥス（在位 1086−93
年）のみが伝わる。 1087−99 年に遡るヴィテルボの文書には、対立教皇クレメ































取り除く神の小羊だ」（ヨハ 1:29）と語る章句を思い起こさせる。  
 「洗礼」から「昇天」は連続する時間とみなされ、「洗礼」はヨルダン川で起
こった「瞬間的顕 現
テオファニア
」、アプシスはオリーヴ山で起こった「昇天」に着想を得
た「恒常的顕 現
テオファニア
」となる。そのため、南小アプシスとアプシスは「顕 現
テオファニア
」図
像として連関することになる。  
 7 
 「昇天」に基づく「恒常的顕 現
テオファニア
」では「天地創造」を表す球体によって、キ
リストが創造主として出現する。キリスト下方の十二使徒は、「昇天」の目撃者
として描かれるが、巻物と冊子本の存在により、キリストから宣教の使命を委
ねられ、使徒の職務と教会の創設も表している。天使の銘文は「昇天」におけ
る「再臨」を強調するために記された。  
 勝利門壁面の「血を流す神の小羊」と「聖体」は「ヨハネの黙示録」に記さ
れた天上の典礼とトゥスカーニア司教座聖堂で実際に執り行う地上の典礼をむ
すびつけ、観者に天上の典礼を想起させる。  
 内陣北壁にはオリーブ山での「昇天」後にキリストの教会を託されたペテロ
のエルサレムでの奇跡、主に導かれたローマへの移動、ペテロとパウロの魔術
師シモンに対する勝利が描かれる。ペテロ伝サイクルは最初のローマ司教とな
った人物の生涯だけでなく、キリストの教会がエルサレムからローマへ移り、
ローマ教会の礎となる二使徒の勝利を語っているのであろう。  
 北小アプシスキリストからトゥスカーニア司教聖人に司教職の権威が委ねら
れており、聖堂で崇敬された司教聖人たちに対する「顕 現
テオファニア
」とトゥスカーニア
教会の創設を意味するととらえた。クリュプタは壁画と祭壇に納められていた
トゥスカーニア守護聖人の聖遺物と連関し、司教座聖堂参事会員と一般信徒が
聖遺物を前に聖母に救済を願う場所となる。  
 サン・ピエトロ聖堂壁画はキリスト教史観をただ描いたのではない。時間軸
と物語場面のトポスを考慮すれば、壁画は洗礼者ヨハネの父・祭司ザカリアの
いたエルサレム神殿から、ヨルダン川の「洗礼」、オリーヴ山の「昇天」、エル
サレム神殿でのペテロの奇跡、ローマのフォロ・ロマーノでの二使徒の勝利を
経て、トゥスカーニアのサン・ピエトロ聖堂とトゥスカーニア司教が壮大な救
済史に組み込まれる過程を語るのである。  
